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賢治作品に感動した中原中也；小惑星『１００６７５中原中也』

賢治は、多くの詩や童話、手紙を書き、現在では立派な全集や美しい絵本が刊行

されていますが、生前に出版した書籍と言えば、１９２４年の詩集『春と修羅』と童話

集『注文の多い料理店』の２冊だけでした。これらの書籍はほとんど売れなかったと言

われていますが、幾人かの詩人たちは賢治作品に魅了されました。

詩人の草野心平（１９０３－１９８８）は、賢治の作品を読み、彼の非凡な才能に感

動して、「現在の日本詩壇に天才がゐるとしたなら、私はその名誉ある『天才』は宮

沢賢治だと言ひたい」と述べています。６） 『春と修羅』を詩人の高村光太郎をはじめ、

東京の詩人たちにも紹介しました。

また、中原中也（１９０７－１９３７）は１９２８年に『春と修羅』を読み感激して、渋谷

の夜店で１冊５銭で売られていたこの書を５冊くらい買い込んで、１冊を大岡に渡し、

残りは「誰かにやるのだ」と言って持ち帰ったと大岡昇平は述べています。７） 中也は、

賢治を次のように語っています。

「彼は幸福に書き付けました。とにかく印象の生滅するまゝに自分の命が經驗した

ことのその何の部分をだつてこぼしてはならないとばかり。それには概念を出来るだけ

遠ざけて、なるべく生の印象、新鮮な現識を、それが頭に浮かぶまゝを、― つまり

書いてゐる時その時の命の流れをも、むげに退けてはならないのでした。（中略）要す

るに彼の精神は、感性の新鮮さに泣いたのですし、い

よいよ泣こうとしたのです。」８）

中原中也は山口市湯田出身の詩人です。１２才の

時に雑誌「婦人画報」に投稿した短歌「筆とりて」が入

選し、文壇にデビューしました。賢治よりも短い３０年の

生涯に多数の詩を残しました。『山羊の歌』と『在りし日

の歌』は特によく知られています。フランス語を学び『ラ

ンボオ詩集』を出すなどしてフランスの詩人の紹介にも

つとめました。

１９９７年に中村彰正によって愛媛県久万高原天体

観測館で発見された小惑星１９９７ＸＰ２は、中也を讃

えて２００８年に１００６７５「Ｃｈｕｙａｎａｋａｈａｒａ」と名づ

けられました。賢治と中也は、生前には互いに出会うこ

とはありませんでしたが、宇宙のかなたで、なかなか評

星になった宮沢賢治

写真３．中原中也
（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／

ｗｉｋｉ／中原中也 より）

写真３．中原中也
（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／

ｗｉｋｉ／中原中也 より）

１８



価されなかった『春と修羅』を囲んで、楽しく議論していることでしょう。

星になった岩手県と『銀河鉄道の夜』をプロデュースしたＫＡＧＡＹＡ；小惑星

『１９６９１岩手』と『１１９４９加賀谷穣』

賢治が生涯の大半を過ごした花巻と盛岡を含む岩手県と太平洋沿岸地域で、賢

治が生まれる２ヵ月前の１８９６（明治２９）年６月２５日に「明治三陸地震津波」が、

また、賢治が亡くなる５ヵ月前の１９３３（昭和８）年３月３日に「昭和三陸地震津波」

が発生しました。ともに三陸沖を震源として、前者はマグニチュード８.２～８.５、最大

震度４の地震により海抜３８.２ｍを記録する津波が発生し死者・行方不明者約２万２

千人の犠牲者を出し、後者はマグニチュード８.１、最大震度５の地震により海抜

２８.７ｍの津波が発生し、死者・行方不明者約３千人の犠牲者を出しました。９） そし

て、２０１１（平成２３）年３月１１日には三陸沖を震源とした日本の観測史上最大規

模のマグニチュード８.４を記録した最大震度７の超巨大地震が発生し、９ｍを超える

津波が広範囲に起き、死者・行方不明者約２万２千人以上の犠牲者を出しました。

「平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震（３．１１東日本大震災）」と名づけら

れました。１０）

この大災害の一日も速い復興を願って、翌年の２０１２年５月、アメリカ・アリゾナ州

にあるローウェル天文台のＬＯＮＥＯＳにより１９９９年に発見されていた小惑星１９９９

ＲＮ２１４には岩手県に因んで１９６９１「Ｉｗａｔｅ」と命名されました。この時、同時に被

災した１１の地域にも小惑星名がつけられました。

また賢治作品の普及に貢献した芸術家にも小惑星の名前がつけられています。

小惑星番号１１９４９が「Ｋａｇａｙａｙｕｔａｋａ」と名付けられました。この小惑星は１９９３

年に北海道の津別観測所で円館金と渡辺和郎によって発見されました。天体写真

家の藤井旭が、ＫＡＧＡＹＡの天文普及とアーティストとしての業績を讃えて名前を提

ＨＩＲＯＭＵ ＳＡＫＵＲＡＩ
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小惑星
番号 小惑星の名前 仮番号 発見者 直径

（ｋｍ）
公転周期
（年）

５００８
Ｍｉｙａｚａｗａｋｅｎｊｉ
宮沢賢治

１９９１ＤＶ 杉江淳 ７.２ ３.３

１１９４９
Ｋａｇａｙａｙｕｔａｋａ
加賀谷穣

１９９３ＳＤ２
円舘金
渡辺和郎

６.９ ５.４３

１４４４７
Ｈｏｓａｋａｋａｎａｉ
保坂嘉内

１９９２ＶＬ
円舘金
渡辺和郎

７.９ ５.２３

１９６９１
Ｉｗａｔｅ
岩手

１９９９ＲＮ２１４
ローウェル
天文台
ＬＯＮＥＯＳ

１２.６ ４.５４

２１０１６
Ｍｉｙａｚａｗａｓｅｉｒｏｋｕ
宮沢清六

１９８８ＶＡ 関勉 ３.４ ３.７９

２２３５２
Ｆｕｊｉｗａｒａｋｅｎｊｉｒｏ
藤原健次郎

１９９２ＵＰ３
円舘金
渡辺和郎

５.７ ３.８１

２２３５５
Ｙａｈａｂａｎａｎｓｈｏｚａｎ
矢巾南昌山

１９９２ＷＤ１
円舘金
渡辺和郎

２.２ ３.８１

３２８５８
Ｋｉｔａｇａｍｉｇａｗａ
北上川

１９９３ＢＡ３ 関勉 ７.６ ５.３４

１００６７５
Ｃｈｕｙａｎａｋａｈａｒａ
中原中也

１９９７ＸＰ２ 中村彰正 約６ ４.２２

表１．宮沢賢治と小惑星表１．宮沢賢治と小惑星

案して、２００３年９月、国際天文学連合（ＩＡＵ）の小惑星命名委員会で正式に命名

されました。

ＫＡＧＡＹＡ（加賀谷穣、１９６８年生まれ）１１） は、少年の頃から星にあこがれ、天

文学を独学して、イラストレータとして独自の道を歩みました。２００３年に賢治の「銀

河鉄道の夜」を発表、２００９年画集「銀河鉄道の夜」出版し、２００６年の全天周プラ

ネタリウム番組「銀河鉄道の夜」は、ご覧になられた人々も多いのではと思います。

最後に、これまで取り上げた宮沢賢治をめぐる小惑星を表１にまとめました。黄色

と空色の部分が、後編２と３で取り上げた小惑星です。

［引用文献とノート］

６） 草野心平 詩誌『詩神』１９２６年８月

７） 『校本 宮沢賢治全集 第１０巻』月報

８） 『中原中也全集３』角川書店（１９６９）

９） 吉村昭『三陸海岸大津波』文春文庫（２００４）

１０） ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／東日本大震災

１１） ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／ＫＡＧＡＹＡ
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